
第 4 8 条 劇場等の屋外の客席は、 次に定める と こ ろ によ ら なければなら ない。（ せ）  

⑴ いすは、 床に固定する こ と 。（ へ）  

⑵ いす背の間隔は、 7 5 セン チメ ート ル以上と し 、 座席の幅は、 4 0 セン チメ ート ル以上と する

こ と 。 ただし 、 いす背がなく 、 かつ、 いす座が固定し ている 場合にあつては、 いす背の間隔を

7 0 セン チメ ート ル以上と する こ と ができ る 。  

⑶ 立見席には、 奥行３ メ ート ル以下ご と に、 高さ 1 .1 メ ート ル以上の手すり を 設ける こ と 。  

⑷ 客席の避難通路は、 次によ る こ と 。（ せ）（ へ）  

ア いす席を 設ける 客席の部分には、 横に並んだいす席 1 0 席（ いす背がなく 、 かつ、 いす座

が固定し ている 場合にあつては、 2 0 席） 以下ご と に、 その両側に幅 8 0 セン チメ ート ル以上

の通路を 保有する こ と 。 ただし 、 ５ 席（ いす背がなく 、 かつ、 いす座が固定し ている 場合に

あつては、 1 0 席） 以下ご と に通路を 保有する 場合にあつては、 片側のみと する こ と ができ

る 。（ せ）  

イ  いす席を 設ける 客席の部分には、 幅１ メ ート ル以上の通路を 、 各座席から 歩行距離 1 5 メ

ート ル以下でその一に達し 、 かつ、 歩行距離 4 0 メ ート ル以下で避難口に達する よ う に保有

する こ と 。  

ウ  ま す席を 設ける 客席の部分には、 幅 5 0 セン チメ ート ル以上の通路を 各ま すがその一に接

する よ う に保有する こ と 。  

エ ま す席を 設ける 客席の部分には、 幅１ メ ート ル以上の通路を 、 各ま すから 歩行距離 1 0 メ

ート ル以内でその一に達する よ う に保有する こ と 。  

 

【 解 説】  

 本条は、劇場等の屋外の客席に関し 、避難管理上必要ないすの固定化、いす背の間隔及び座席の幅、

立見席における 手すり の位置並びに避難通路の保有について規定し たも のである 。  

 

１  ｢屋外の客席｣と は、 客席がス タ ン ド のみのも のと 、 ス タ ン ド に屋根を 設け、 一面以上が開放さ れ

ている 構造のも のも 屋外の客席と し て扱う 。  

 

２  第１ 号は、 屋内の客席に同じ 。  

 

３  第２ 号の「 いす背がなく 、 かつ、 いす座が固定し ている 場合」 と は、 例えば、 背も たれのない長

いすのよ う な形のも のを 指す。  

 

４  第３ 号は、屋内の客席の場合と 異なり 、立見席の位置又は規模に関する 規制は行っ ていないので、

その一部分に過大な観客の密集を 避ける ために、奥行３ メ ート ル以下ご と に手すり を 設ける こ と と

し た。  

 

 



５  第４ 号 

⑴ ア中「 通路」 と は、 縦通路を いう も のである 。  

イ 中「 通路」 と は、 横通路を いう も のである 。  

ウ 及びエ中「 通路」 と は、 縦横に限ら ない。  

⑵ 歩行距離 4 0 メ ート ルの起算点は、 各座席であっ て、 各座席から 当該通路に達し た地点ではな

い( 図 4 8 －１ 参照) 。  

 

図 4 8 －１  いす席を 設ける 客席の構造例 

 

 

 

 

Ａ  1 0 席（ いす背がなく 、 かつ、 いす座が固定し ている 場合にあっ ては、 2 0 席） 以下 

Ｂ  8 0 cm 

Ｃ  １ ｍ 

ａ  各座席から 歩行距離 1 5 ｍ以下 

ｂ  各座席から 歩行距離 4 0 ｍ以下 

 

 

 ⑶ アの通路と イ の通路(いす席の場合) 及びウ の通路と エの通路( ま す席の場合) は、 それぞれ、 双

方の要件を 満足する 限り 、 共用し ても 差し 支えないも のである 。  
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